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東日本大震災二年

全国治水期成同盟会連合会　

会　長　　陣　内　孝　雄

２０１１年３月１１日に東北地方太平洋沖地震が発生してから２年が経過しました。この地

震はマグニチュド９で、我が国における観測史上最大のものでした。これによって引き起こさ

れた１０メートルを超す大津波が東北、関東地方の太平洋沿岸を襲って、約２０，０００人の

死者、行方不明者の方々が犠牲になられ、１２８，０００余戸の建物が全壊し、福島第一原発

も被災して、〝文明災〟の様相を呈して、避難者は今なお３１５，０００余名にもなる未曾有の

大災害となっています。

被災地の復興にご盡力いただいている会員、並びに支援くださっている全会員の皆様に心よ

り敬意を表し、感謝申し上げます。

震災前よりも更に安全、安心で豊かな地域づくりを急ぐことは国民の願いでもあります。全

国治水期成同盟会連合会連合会としては、今年を防災施設の復旧と整備を促進して、被害地復

興の加速元年となるよう、会員の皆様の総力を結集して活動して参りたいと存じます。

返りみますと、今次災害の発生時において国土交通省はヘリコプターによる被災現況を逸早

く把握し、救護、救援のために〝櫛歯作戦〟による早期道路啓開を実施し、〝リエゾン〟を被

災自治体に急派して緊急の必需物資を補給し、更には浸水した仙台空港等の排水のために、全

国に保有する百台余の移動式ポンプを結集して早期復旧へ多大な役割を果たしました。また、

災害復旧についても、被災した直轄河川堤防の２，２００カ所の全ても完工しており、海岸堤

防については県からの代行区間も含めて重要地区の応急復旧を終え、現在は１９地区全てで本

復旧に着工済みとなりました。

国土交通省のこのような類をみない頼れる危機管理能力を改めて評価し、近づく南海トラフ

巨大地震等の広域災害に備えて一層の充実強化を図ってもらわねばならないと考えます。その

上で、政府が東日本大震災の復興加速のために予算、体制等の面で新たな取り組みを展開され

ますようにお願いする必要があります。

この度、政府の中央防災会議の作戦部会が南海トラフ巨大地震による想定被害を公表し、最

悪の場合の被害額は２２０兆円にのぼり、東日本大震災の１３倍になると試算しています。ま

た、死者が３４万人、避難生活者は５００万人も見込まれて対応の厳しさが予想されます。千

年に一度の巨大地震を想定したものではあっても、命を守るための対応策については早急に万
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全を期す必要があります。

そして津波防災施設の整備についても、百年に１度程度の津波を安全に防御できるような粘

り強い構造のものを、東日本大震災の教訓を活かして早期に実現してゆかねばならないと考え

ています。生涯に度重ねて津波による壊滅的な災害を蒙るようでは、被災者の暮らしや地域経

済などの再生はおぼつかなくなってしまいます。

国におかれては、これまで以上に海岸堤防と河川管理施設の整備に強力に取り組んでいただ

くよう求めていかねばなりません。防災のための社会資本整備に対する投資は、我が国の持続

的な経済発展に対する先行投資であり、過去の災害事例から明らかなように、極めて投資効率

の高い財政支出でもあります。国土の強靱化のために建設国債を節度をもって充当していくこ

とを避けてはならない時に私たちは立ち至っていると思われます。

また、河川の豪雨災害に対する予防的計画的な備えの重要性が、近年の地球温暖化の影響で

益々高まって来ており、更に、既存施設の適切な維持更新にも力を入れるべき時期となって来

ました。

会員の皆様は地方自治体の長として、住民の安全と安心確保の任に当たって第一線でご活躍

されています。そのような皆様の総意を結集して、自然災害の危険から住民の暮らしと誇れる

地域をしっかりと守っていくために、そして、安全で豊かな〝まちづくり〟が推進出来るように、

今年も運動して参りますので、連合会活動に更なるご支援、ご協力を賜りますようお願い申し

上げます。

靖国神社　境内
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三国川（さぐりがわ）ダムの洪水調節の効果について
元北陸地方整備局三国川ダム管理所長

本 田 典 光

三国川ダム（さぐりがわダム）
三国川ダム（さぐりがわダム）は、新潟県南魚

沼市（旧・南魚沼郡六日町）の信濃川水系三国川（さ
ぐりがわ）に北陸地方整備局（旧・北陸地方建設
局）が建設し、平成６年６月に竣工したダム。高
さ 119.5 メートルの中央コア型のロックフィルダ
ムで、洪水調節・流水の正常な機能の維持・水道
用水の供給・発電を目的とする、多目的ダムであ

る。また、管理用発電もおこなっており、ダム管
理所で使用する全ての電力をまかなっている。
三国川ダムは、昭和４４年８月に三国川で発生
した大洪水を契機に建設されたダムである。
ダム湖（貯水池）の名はしゃくなげ湖という。
なお、広島県東広島市福富町にある、福富ダム
のダム湖もしゃくなげ湖という。

      

 

新潟 

◎

◎

位 置 図 

三国川ダム全景
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三国川（さぐりがわ）ダムの洪水調節の効果について
（平成２３年７月新潟・福島豪雨での出水から）

平成２３年７月２６日から３０日にかけて、新
潟県と福島県の両県内では未曾有の豪雨が発生し
各地で河川が氾濫した。信濃川の支川魚野川・三
国川でも大出水となったが、三国川ダムは「ただ
し書き操作」を含む洪水調節をおこない魚野川・
三国川の河川氾濫を防いだ。

○三国川ダムの諸元等
昭和５０年 実施調査着手
昭和５６年 本体工事着手
平成 ６年 管理開始
総事業費 １，０９１億円
目 的： 洪水調節、上水、発電、流水の正常な機

能の維持
形 式： 中央ｺｱ型ﾛｯｸﾌｨﾙﾀﾞﾑ
堤頂高： EL. 439.5 ｍ
堤 高： 119.5 ｍ
集水面積： 76.2km2

総貯水容量： 27,500,000m3

有効貯水容量： 19,800,000m3

計画高水流量： 1,100m3/s
計画放流量： 100m3/s

ダム平面図

 

三国川ダム 

堀之内観測所

小出観測所

集水面積(76.2km2) 

魚沼市

南魚沼市 

当ノ坂観測所 三国川

魚野川

浸水想定区域 位 置 図 

信濃川



平成 25 年 3 月 28 日発行 治 水 第 714 号

－ 6－

○三国川ダムの洪水調節計画
三国川ダムは、ダム地点における計画高水流量
1,100m3/ のうち 1,000m3/s を調節し、魚野川の
支川の破間川ダム等と併せて、魚野川の堀之内基
準点における基本高水流量 6,000m3/s を 5,000m3/
s に低減させるものである。

三国川ダムの洪水調節は一定率一定量調節方式
と呼ばれる方式で実施されている。この方式は、
洪水のピークまではダム流入量のうちの一定割合
を放流し、流入量がピークに達した後は一定量を
放流する方式である。最も一般的なダムの洪水調
節方式で、中小洪水にもダムカットの効果がある。
しかし、洪水時には常にゲート操作が伴う。
　　

○平成２３年７月豪雨の概要
新潟県上空では、７月２６日未明より朝鮮半島
から関東の東に停滞していた前線が南からの暖か
い湿った空気の流れ込みによって活発化し、２７
日夕方から３０日の朝にかけて狭い範囲で移動・
停滞を繰り返した。前線が停滞した箇所であった
信濃川・阿賀野川の両流域では長時間にわたり強
い雨が降り続いた。アメダスの累加雨量は、新潟
県加茂市宮寄上観測所で 626.5mm、同県塩沢観
測所で 563mm、福島県奥只見観測所では 711mm
の雨量を記録した。
今回の豪雨は、平成１６年７月の新潟・福島豪
雨の観測記録を更新した。また、新潟県十日町地
域振興局雨量観測所で時間雨量 120mmを記録す
るなど短時間の降雨量でも多くの観測地点で今ま
での記録を更新した。

○三国川ダムの操作
三国川ダムは、７月２８日７時１０分から洪水
調節を開始し、ダム流入量は同日２１時に第１派
洪水のピークを記録した。ピーク流入量は今回の
洪水の最大流入量である 639.5m3/s（７月２８日
２１時００分）であった。なお、今回の流入量は、
三国川ダム管理開始後の最大流量を更新した。（今
まで管理開始後の最大流量は、平成１７年６月
２８日の 524.8m3/s）
二山洪水における三国川ダムの操作は、一山目
の洪水のピークの以上の流入量が二山目に発生し
ない限り、一山目の洪水のピーク時点の放流量を
維持する操作をおこなうことになっているので、
７月２９日９時に流入量が洪水調節流量に再到達

魚野川流量配分図（三国川ダム発行パンフレットより）

洪水調節計画図
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した第二派洪水に対しては、第一波洪水のピーク
時点の放流量を継続放流した。そのため、貯水池
の水位は再度上昇に転じた。第二派の洪水は、継
続時間が長く流入量も多かったため貯水位は急激
に上昇し、第一波洪水の貯留量を夏期制限まで水
位を落としきっていなかったこともあって、サー
チャージ水位に到達し「ただし書き操作」を実施
することとなった。
「ただし書き操作」による最大放流量は、

235.89m3/s（７月３０日４時５０分）で今回の洪
水での最大放流量となった。貯水位の最高水位
は、サーチャージ水位（432.0m）を 95cm上回る
432.95m（７月３０日４時５０分）であったが、
降雨の終了に伴って流入量も減少し、徐々にサー
チャージ水位以下に貯水位は低下した。
「ただし書き操作」による非常用洪水吐からの
放流は、７月３０日３時３０分から同日１４時
００分までの１０時間３０分であった。
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○「ただし書き操作」について
ダムの洪水調節操作は、計画に基づいて１００

年に一回起こる確率以下の洪水を調節できるよう
操作方法が定められている。
しかし、洪水調節計画を上回る洪水（１００年

に一回起こる確率以上の大洪水）の発生の可能性
も否定できないため、洪水調節計画を上回る洪水
が発生した時の操作方法を「ただし書き操作」と
して定めている。「ただし書き操作」では、流入
量の増加に応じて放流量も増加し、想定される放
流量以上の放流を行うことも考えられるため、「た
だし書き操作」を実施する場合には、定められた
関係機関、下流自治体等に通知することとなって
いる。なお、「ただし書き操作」中の洪水調節では、
放流量は絶えず流入量を下回る操作を行うことと
なっている。
今回の三国川ダムの「ただし書き操作」は、洪

水調節計画図（本資料２ページ参照）の計画流入
量に比べ洪水のピーク流量は小さいが洪水継続時
間が長く、ダムの貯留量が大幅に増えたため貯水
位が上昇し、「ただし書き操作」に至ったもので
ある。

○三国川（ダム下流河道）への効果
今回の洪水の効果を検証するため三国川ダムが
無かった場合（ダムに流入した流量をそのままダ
ム下流に流す）の流量で水理計算を実施した。三
国川ダム直下から下流区間では、現況堤防を越え
る箇所が複数発生するという結果となり、洪水氾
濫の範囲は下の図の様に推定される。
実際には、ダム下流で氾濫は発生しておらず、
三国川ダムの洪水調節によって氾濫は未然に防止
されたと言える。

 
 

 

三国川 

魚野川 

五十沢川 

三国川ダム

当ノ坂観測所 

芋 川

概略氾濫範囲
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また、当ノ坂水位観測所でのダム無し水位の計
算結果では、観測所地点でダム無しでも氾濫はし
ないが、ダムによる洪水調節効果は大きいものが
あったと評価できる。

○魚野川への効果
魚野川の小出水位観測所、堀之内水位観測所で
は、三国川ダムの調節効果により最高水位を計画
高水位と同等程度に抑えることができた。三国川
ダムが無い場合には、水位が計画高水位を上回
り、魚野川の堤防に重大な問題が発生する可能性
があったことも考えられる。三国川ダムは、魚野
川の治水に対しても有効に機能したと言える。

 

平成23年7月28日洪水
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○最後に
「ただし書き操作」の放流ピーク（235.89m3/s）
時には、ダム直下付近の三国川の河道は、ほぼ満
杯で流下した。これ以上降雨が継続すれば氾濫の
可能性もあったと考えられる。しかし、ダムが無
ければ今回の洪水のピーク流入量 639.5m3/s の第
一波洪水で、確実に被害が発生した。また、その
後、第二派洪水が７月２９日２３時（453.5m3/s）
から３０日５時（274.4m3/s）までの７時間にわ
たり２５０m3/s以上の流量を継続しているので、
三国川沿川は３日間で２回の洪水にみまわれる可
能性があったことになる。
三国川ダムは「ただし書き操作」を実施して、

魚野川と三国川の洪水氾濫を防御したと言える。

下流自治体の水防担当者からは「三国川ダムで、
水位を下げてもらって助かった。」と感謝された
ほか、地元からは「昭和４４年の洪水の時より大
雨だったが、三国川ダムができていたおかげで洪
水にならなくてよかった。」という声を多くの人
から聞いた。

また、ダム管理開始から１８年たって遭遇した
大豪雨にも原石山跡地の長大法面や土捨場の盛土
法面などに少しの異常も見られなかったことも併
せて報告する。（土捨場の用地確保に協力してく
れた地元関係者の一人は「他の場所では、ガケ崩
れなどが発生したが、三国川ダムの土捨場は少し
も異常がなかった。建設省の仕事に間違いはな
かった。」と地域の人に言ってくれていた。）

本資料は、平成２３年度の第２２回北陸地方
ダム等管理フォローアップ委員会資料「三国川
ダム定期報告書（案）」を参考に作成した。
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〈全水連だより〉

今月号の特集・・・三国川（さぐり川）ダム「ただし書き操作」・・・

国交省のＯＢである本田典光（元北陸地方整備局三国川ダム管理所長）様からダム管理所長時代の貴重な
体験を寄稿して頂きました。今後皆様の業務に大変お役に立つことと存じますので是非ご覧頂きますようご
推薦いたします。
現在も国交省の事務所や各県の河川課やＯＢの皆様から寄稿を頂いておりますが、会員相互の情報の交換

コーナーとして積極的にご利用頂けますよう、皆様のさらなる会員登録とご協力をお願い致します。

会員登録についてのお願い

会員登録は、担当者の皆様全員が当録されておる状況ではありません。⒋月には人事異動が大変多く新し
い担当者に変更になると思いますが、登録内容の変更、または新たに当録するなど必ず引き継ぎ手続きを頂
きますようお願い致します。
機関誌「治水」には一種正会員の都道府県や、二種正会員の市町村や地方の促進期成同盟会などの組織の

方々から積極的に協力を得て、各地方の行事やニュースを寄稿して頂いており、写真や資料を併せて掲載し
ております。ＨＰには過去１２年間に発行した「治水」を掲載しておりますので、ＨＰをご覧頂きますよう
お願いいたします。（更に昭和４７年から現在まで発行された「治水」も全てデジタル化しています。必要
な方は提供致しますので全水連事務局までご連絡行下さい。）
また、下部組織の事務所等が会員登録されますと、郵便で配送する手間も費用もかかりません。各事務所

等（複数の職員も）に会員登録をお勧めをお願いいたします。

通常総会の開催日は５月２７日です。ＨＰの行事予定（スケジュール）をご覧下さい。

全水連の行事予定をＨＰに掲載しておりますが、諸般の都合により変更となる場合がありますので、会員
の皆様は定期的に確認をお願いいたします。他にも今後一部変更となる場合がありますので必ずお願い致し
ます。行事予定は未登録者もご覧頂けます。

今後予定されている当連合会の、「通常総会」、「各地方の治水大会」、「治水事業促進全国大会」へは、多
くの会員の皆様のご参加を頂きますようお願い申し上げます。
　
								全国治水期成同盟会連合会事務局長　下川
								zensuiren@k2.dion.ne.jp



平成 25 年 3 月 28 日発行 治 水 第 714 号

－ 12 －

千鳥ヶ渕の桜

九段会館

北の丸公園

千鳥ヶ渕公園


